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特集
新型コロナウイルス感染症

５類感染症へ移行しました（２ページ）
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　引き続き、国、島根県などの関係機関と協力をしながら感染拡大防止に努めるとともに、新型コ
ロナウイルス流行により大きな影響を受けてきた経済・産業基盤を回復させ、停滞した市民活動や
スポーツ・文化活動等の再開を図っていきます。

症状を含め心配なとき
健康相談を継続して受け付けます。

　　　　　　健康相談コールセンター　☎ 0854-47-7777（全日 8：30～21：00）

　　　　　　健康推進課　　　　　　　☎ 0854-40-1045（平日 8：30～17：15）

島根県

雲南市

市役所の感染対応
来庁者の感染リスクを低減し、職員間の感
染拡大を防ぐため下記のとおり対策を行い
ます。

・勤務時間中はマスクを着用します。
・執務環境の消毒（朝 1回の定期消毒）お
よび手指消毒を行います。
・窓口のパーテーションの設置を継続します。

【問】人事課　☎ 0854-40-1021

イベントなどの制限
・「島根県の対応」におけるイベントなど
の開催制限は廃止されました。

・市で定めていた「新型コロナウイルスの
感染が確認された場合の公共施設の対応
方針について」も廃止しました。

　入場制限などの統一的な感染対策はなくなり
ますが、施設等管理者において感染対策を実施
することになります。
※事業者で感染対策のため独自の手引きなど
作成することは可能とされています。

ワクチン接種
春開始接種を実施しています
〈８月31日㈭まで〉。

※接種にかかる費用は無料（公費負担）です。
※対象者には４月下旬に接種券を発送してい
ます。
※詳細は市報うんなん５月号もしくは市ホー
ムページに掲載しています。

【問】ワクチン接種コールセンター　
☎ 0854-40-1098

VACCINE

終了する事業など

・宿泊療養施設の運用
・自宅療養者向けの健康観察
・生活物資等の物資支援
・島根県新型コロナウイルス感染症ＰＣＲ
等検査無料化

・生活支援事業※

※親族などからの支援を受けることが困難
な方の代理の買い物、薬の受け取りなど

島根県

雲南市
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新型コロナウイルス感染症

【問】防災安全課　☎0854-40-1027
健康推進課　☎0854-40-1045

　５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更となりました。
　これにより、感染対策などさまざまな対応は個人で判断することになります。一方で、これまで実施され
てきた感染対策は有効です。
　高齢者や妊婦など重症化リスクの高い方への感染につながらないような配慮を引き続きお願いします。

外出自粛
個人や事業者で判断することになります。

※発症後５日間を経過し、かつ症状軽快から24時間経過するまでの間は外出を控えることが推奨さ
れています。
※発症後10日間はウイルスの排出の可能性があることから、マスクの着用や重症化リスクの高い方
との接触を控えていただくことが推奨されています。

感染症法上の位置付けが感染症法上の位置付けが
　　５類感染症へ移行しました　　５類感染症へ移行しました

今後の感染対策
・基本的な感染対策は、個人や事業者の判断に委ねられます。

※手洗いなどの手指衛生や換気は有効です。
※マスクの着用は、基本個人で判断してください。
※医療機関の受診、高齢者施設等の訪問、混雑した場所に行くときはマスクの着用が推奨されています。
※事業者が感染対策上の理由などにより、利用者または従業員にマスクの着用を求めることはできます。

・発熱などの体調不良に備えて準備しておきましょう。

　・新型コロナ抗原検査キット（「一般用」、「医療用」を使用してください）
　・解熱鎮痛剤

発熱など体調不良になったとき
一般の外来医療機関を受診し、自宅などで療養してください。

　　公費負担がなくなり、自己負担となります。
　※新型コロナウイルス感染症の治療薬の公費負担は継続（～９月末）
　※入院医療費の高額療養費の自己負担限度額から２万円を減額（～９月末）

【問】健康づくり政策課　☎ 0854-40-1040

外来診療、入院費用
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　雲南市・雲南市教育委員会は、たたら文化を後世に伝えていくため、その保存に引き続き取り組むと
ともに、文化資源として関係人口の拡大や観光振興などに生かしていきます。

修復した施設

高
たかどの
殿（修理期間：平成24年度～平成26年度）

　製鉄炉がある建
屋のことで、一辺
約18mの正方形
の建物

◦屋根や梁・垂
木などの破損
が著しかったため全解体修理

◦失われていた「火
ほ

宇
う

内
ち

（熱気、煙を排出するた
めの開口）」を復元

米
こめ
倉
ぐら
（修理期間：平成28年度～平成30年度）

　山内で働く職人
に支給する米を収
納した蔵

◦屋根の経年劣
化がめだった
ため、解体調
査後に全面葺き替え

◦外壁の破損が著しいところは、解体後、下地か
ら作り直し

元
もと
小
ご
屋
や
（修理期間：平成24年度～平成29年度）

　山内全体を管理
する事務所

◦屋根の腐朽、
梁・垂

たる
木
き

など
劣 化 が 著 し
かったため部
分的に解体し修理

◦外壁一部が波板鉄板で養生されていたため、土
壁に復元

三
さん
軒
げん
長
なが
屋
や
（修理期間：令和元年度～令和４年度）

　村
むら
下
げ ※をはじ

め、たたら製鉄
従事者の住宅

◦腐朽した屋根
と劣化した部
材は一旦解体
し、歪みを修復後に修理

◦屋根には煙出しおよび杮
こけら

葺
ぶ

きを復元
■ ※たたら操業を行う長

菅谷たたら山内は、保存修理事業により、たたら操業が行われていた当時の輝きを取り戻しました。
ぜひ、新しくなった山内の見学にお越しください。

開館時間：9：00～17：00（入館は16：00まで）※毎週月曜日休館
　（月曜日が祝日の場合はその翌日）

入館料
一　　般 小・中学生 ※身体障害者手帳、療育手帳、精神

障害者福祉手帳をお持ちの方お
よび介助される方は全額免除

個人 310円 210円
団体（20人以上） 260円 150円

入 館

２

祭祀施設（修理期間：平成25年度～平成26年度）
　製鉄の守護神である金

かな
屋
や
子
ご
神
しん
をまつる「金屋子社

しゃ
」をは

じめ、「天王社」、「秋
あ
葉
きば
社・愛

あた
宕
ご
社・金

こん
比
ぴ
羅
ら
社」、「山

さん
神
じん
社
じゃ
」

　◦石積みが一部崩れていたため積み直し
◦祠

ほこら
は歪み、土台部材の腐食が進行していたため半解体

修理を実施
▲左側：愛宕社・秋葉社・金比羅社
　右側：天王社

▲左側：山神社
　右側：金屋子社
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　菅谷たたら山内（吉田町吉田）は、昭和42年に国の重要有形民俗文化財に指定され、平成
28年に日本遺産「出

いずものくに

雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」の構成文化財に指定
されている貴重な文化遺産です。江戸時代末期から明治時代初期に建設された山内の建物群は
老朽化が著しかったため、10年間にわたって保存修理事業に取り組んできました。
　３月に三軒長屋の保存修理を終え事業が完了しましたので、事業概要と新しくなった建物群
の様子を紹介します。

菅谷たたら山内フルオープン
～保存修理工事が完了しました！～

菅谷たたら山内
　菅谷たたらは、出雲屈指のたたら経営者田部家が操
業しました。山内とは、たたら操業に従事していた人
たちが生活していた地区の呼称です。

 事業概要 
期　　間：平成24年４月～令和５年３月
総事業費：８億395万8,564円

（国が約 1/2、島根県、雲南市で残りを
負担）

菅谷たたら山内と事業概要１

【問い合わせ先】 文化財課　☎0854【問い合わせ先】 文化財課　☎0854--4040--10751075

菅谷たたら山内フルオープン当日の記念イベントの様子（詳細は12ページ）

▲修復した施設の配置図
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警戒レベル 状　　　況 皆さんがとるべき行動 避難情報など
５ 災害発生または切迫 命の危険　直ちに安全確保！ 緊急安全確保

警戒レベル４までに必ず避難！
４ 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示
３ 災害のおそれあり 危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難
２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水注意報
１ 今後気象状況悪化のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

 避難情報

❶下記のアドレスに空メールを送信してください。
登録用メールアドレス  
　unnan-anzen@xpressmail.jp
　右記二次元コードからも送信で
　きます。

❷空メールを送信すると仮登録となります。自動返
信されるメールの案内に従って操作し、登録して
ください。

安全安心メールを携帯電話などで
確認したい方はこちら

 指定避難所（兼指定緊急避難場所） 
・自宅の近くにある指定避難所はどこにあるのか、事前に確認しましょう。右記二次
元コードを読み取ると市ホームページを確認できます。
・「高齢者等避難」、「避難指示」など避難情報が発令されたら、安全安心メールや雲
南夢ネットのデータ放送などで開設されている指定避難所を確認しましょう。
・指定避難所は、防災ハザードマップでも確認できます。 ▲指定避難所

市ホームページ

福祉避難所へ避難していただく際は、家族などの介助される方とともに避難していただきます。
 指定避難所での生活が困難な方は「福祉避難所」へ避難していただく場合があります。

福祉避難所とは ...
　指定避難所での生活が困難な高齢者や障がいのある方など、特に配慮を要する方のために開設する避難
所です。
　福祉避難所となる施設は、普段から利用されている方のいる特別養護老人ホームなどであるため、その利
用状況のほか、施設や周辺の被災状況などを確認し、受け入れ体制を整えた上で、必要に応じて開設します。

３ 避難場所を確認しておきましょう

４ 避難情報を取得する方法を確認しましょう

 防災ラジオ

　市内居住世帯に原則無償で貸与しています。
　手続きが済んでいない場合は、防災安全課、各総
合センターに問い合わせください。

 市公式LINEアカウント

　緊急時には避難情報、給水情報などを配信します。
防災情報のメニューでは、気象庁やしまね防災情報
等ホームページにリンクしており、
気象情報や雨量・水位などを確認で
きます。右記二次元コードから登録
できます。

 安全安心メール

　風水害や地震などの防災情報や、火災発生情報など、
安全安心に関わる市からの緊急かつ重要な情報を携帯電
話などに配信しています。
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　近年、全国的に大雨などによる自然災害が相次いでいます。山陰地方で発生する豪雨災害は梅雨末期
に起こることが多く、市内に未曽有の被害をもたらした令和３年７月豪雨災害も梅雨末期の大雨による
ものでした。
　そうした「出水期」を間もなく迎えます。いざというときに備えて、危険箇所や避難所の位置、避難方法
などの確認が大切です。いつ災害が起きても慌てることがないよう、普段から災害に備えましょう。

今すぐ確認！
チェック

出水期 に 備えて出水期 に 備えて
～皆さん準備は万全ですか？～～皆さん準備は万全ですか？～

 自宅のある場所が浸水想定区域、土砂災害警戒区域内である場合 
・大雨などにより災害が発生する恐れがあるので、避難が必要です。避難情報や気象情報などを確認
して、早めに避難しましょう。
・避難先は、指定避難所だけではありません。安全な親戚・知人宅やホテル・旅館などに避難するこ
とも考えてみましょう。

▲防災ハザード
マップ

市ホームページ・市ホームページで、ＷＥＢ版ハザードマップや
ＰＤＦデータを確認できます（右記二次元コー
ドから確認できます）。
・防災ハザードマップは、防災安全課、各総合セ
ンターで配布しています。手元に無い場合は問
い合わせください。
・防災ハザードマップを活用し、地域の危険箇所
をあらかじめ確認しておきましょう。

 確認方法

▲WEB版ハザードマップの画面

１ 防災ハザードマップを確認しましょう

・高齢者や障がい者、妊産婦、乳幼児などで、避難に時間がかかる場合は、警戒レベル３「高齢者
等避難」で避難しましょう。
・警戒レベル４「避難指示」が発令されたら、危険な場所からは全員避難が原則です。

２ 避難にかかる時間を確認しましょう

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
　　防災安全課　☎ 0854-40-1027　　防災安全課　☎ 0854-40-1027
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普段から周辺を確認しておきましょう

【問】　島根県土木部道路維持課　☎ 0852-22-6098
　　　雲南市役所建設工務課　　☎ 0854-40-1063

 道路の異常（落石や陥没など）に遭遇したとき

　道や川の異常を発見したら、スマートフォン用アプリ「パトレポ しまね」で通報してください。
あなたからの通報が道と川の安全につながります。

道や川の異常を道や川の異常を
発見したら発見したら 「パトレポしまね」で通報を！

　■こんな時に通報してください。
　　・道路に落石、舗装の陥没がある　など
　　・川の護岸が決壊している   など
　　・災害発生時の通報　など

　■操作は簡単
　　①スマートフォンにアプリをダウンロードし

ます。
　　②異常を発見したらアプリを起動し、写真を撮

影・送信してください。
　　⇒雲南県土整備事務所や

市が通報内容を確認し
現地を確認します。 ▲アプリのダウンロード

　（無料）はこちら

　　避難所では非常食や保存水などの備蓄品に限りがあるため、家庭でも避難の際に持ち出す「非常
持ち出し品」を準備しておきましょう。非常用持ち出し袋を用意しておくと便利です。詳細は雲南
市備蓄計画（令和５年３月策定）に掲載していますので確認しておきましょう。

［一般的な持ち出し品］
□ 飲料水、食料（カップめん、缶詰、
　 ビスケット、チョコレートなど）
□ 運転免許証、パスポート
□ 貴重品（通帳、印かん、お金など）
□ 救急セット
□ 常用薬・お薬手帳
□ 懐中電灯（LED ヘッドライト）
□ 携帯ラジオ
□ スリッパ
□ 雨具　　など

［感染症対策の持ち出し品］
□ マスク
□ 消毒液
□ 体温計　　など

※この他にも、家族構成（お
子さん、女性、高齢者など）
に合わせて必要なものを確
認しておきましょう。 ▲雲南市備蓄計画

市ホームぺージ

５ 避難の際に持ち出すものを用意しましょう
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　中国電力（株）では、停電が発生した場合に、スマートフォンなどに停電情報を通知する「停電情報
アプリ」を運用しています。
　確認時に停電している地域がマップで表示さ
れる他、停電の発生規模や復旧情報も確認でき
ます。
　右記二次元コードからアプリをダウンロード
できます。

スマートフォンなどで停電情報が確認できます！

災害が起きそうなときは気象情報などを
確認しておきましょう

 データ放送（雲南夢ネット）で防災情報などが確認できます

　雲南夢ネット11チャンネルのデータ放送で、画面左側のメニューから「安全・安心」をテレビのリ
モコンで選択すると、「高齢者等避難」・「避難指示」などの避難情報、河川水位、雨量、ポテカ気象観
測データ、土砂災害危険度情報、道路・河川情報カメラ、安全安心メール配信内容が確認できます（上
記画面は「河川水位計（国・県）」の情報です）。

■家庭のテレビで防災情報などが確認できます。

▲アプリ紹介ページ
　ヤフー株式会社では、大雨警報などの気象警報や避難情報、大雨危険度、緊急地
震速報などの災害情報を通知するアプリ「Yahoo!防災速報」を運用しています。

■スマートフォンで避難情報や大雨危険度などが確認できます！
 スマートフォンで防災情報などが確認できます
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４/ ㊐16

　第11回さくらおろち湖トレイルランニングレー
スが開催され、出場した300人が尾原ダム周辺の
野山を駆け抜けました。４年ぶりの開催となった
今回は、ロングコース（30km）、ショートコース
（17km）、ビギナー・ファミリーコース（８km）
と３つのコースが設置されました。前日から雨が降

第11回さくらおろち湖
トレイルランニングレース ７

り続き、当日も降ったりやんだりのあいにくの天候
で、ぬかるんだコースに、選手たちは悪戦苦闘しな
がらも完走をめざしました。完走した選手は「転ん
だりして大変だったが楽しかった」と泥だらけにな
りながらも、爽やかな笑顔を見せていました。

▲小学生も参加しました ▲ロープにつかまり沢を渡る選手

４/ ㊐16 市道禅定角谷線改良工事竣工式

▲出席された皆さん

　市道禅定角谷線改良工事の竣工式が市道禅定角谷
線改良事業推進委員会（委員長　石

いし

飛
とび

 啓
けい

さん）の
主催により里坊交流館で開催され、関係者約40人
が出席しました。
　市道禅定角谷線は、幅員が狭く、
カーブも多い市道であったことか
ら、大型車の通行や冬季の交通が不
便な状況にありました。
　石飛委員長は「市道禅定角谷線は
生活道路、そして国道54号から出
雲市方面に抜ける経路として重要な
路線です。一方で、狭隘な中で、大
きなカーブ、急傾斜の箇所などがあ
り、走行する運転者には大きな障が

いとなっていました。改良工事が竣工に至り、関係
者の皆さんに感謝します」とあいさつされました。
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▲地元産品を販売する様子▲ランを観賞するお客さん

　第21回ランまつりが第21回ランまつり実行委員
会（委員長　千

ち

原
はら

孝
たか

美
み

さん）の主催により明石緑が
丘公園で開催され、市内外より約3,600人のお客さ
んが来場しました。 
　ランまつりは、平成31年の開催以降、新型コロ
ナウイルスの流行により中止されていましたが、こ

第21回ランまつり
のたび４年ぶりに開催されました。
　会場には約250種、2,500株のランに加え、山野
草や花苗などが展示、販売されたほか、地域農産物
や地元でつくられた味噌などの加工品や食べ物が販
売され、多くのお客さんでにぎわいました。

４/ ㊎21
～ ㊐23

４/ ㊐16

　第３回みとや御衣黄平和まつりが三刀屋御衣黄平
和まつり実行委員会（実行委員長　秦

はた

 美
よし

幸
ゆき

さん）
の主催により、三刀屋交流センターで行われ、多く
のお客さんが訪れました。
　オープニングでは、三刀屋高校ダンス部がダンス
を披露し会場を盛り上げました。その後、屋外では、

第３回みとや御衣黄平和まつり

▲会場の様子 ▲三刀屋太鼓ジュニアチームによる演奏の様子

町内の地域自主組織などが地元産野菜や加工品など
を販売されたほか、三刀屋太鼓のジュニアチームの
演奏、警察車両の展示が行われました。また、室内
では生け花や絵画、写真の展示や平和への願いを込
めて千羽鶴を折る企画も行われました。



雲南コミュニティハイ
スクー

ル

UCH!

高校生
ニュース
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【問】キャリア教育政策課　☎ 0854-40-1074

※高校生が雲南市を舞台に地域（他者）や社会のためのプロジェクトに取り組む特別なプログラム（６
年目を迎え、これまでに100人以上が参加）

このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿を伝えていきます。
今回は、スペシャルチャレンジ・ジュニアプログラム※に参加する高校生の姿をお知らせします。

vol.13
　今年度のプログラムには、18人の高校生が参加しています。４月23日には下熊谷交
流センターにてスタートアップ１ＤＡＹが開催され、多様な仲間と新たなチャレンジが
スタートしました。
　今後は、先輩やサポーターの協力も得ながら、約10ヵ月間、自分らしいプロジェクト
づくりが進められます。

 参加した高校生の声 
◦多様な人との対話を重ねて、チャレンジしてみた
いと思うアイデアがたくさんできました。
◦最初は緊張したけれど、交流を通じて、違う高校
の人とも仲良くなることができ、嬉しかったです。
◦「想いをカタチにできる」という言葉が印象に残
り、自分もやりたいことを見つけて実現できるよ
うに頑張りたいです。

 先輩から後輩へのメッセージ 
 新
にった
田彩
あや
海
か
 さん

　今誰かのために頑張ろう
としている皆さんの思いは
たくさんの人に伝わり、協
力をしてくださいます！
　私は先輩としてできる範囲でサポートをしていき
たいと思うし、ずっと応援します！
 中
なか
村
むら
紗
すず
花
か
 さん

　自分の「想い」を「カタチ」にできるのは「雲南市」
だからこそ。実際に行動に移したことのすべてが社
会勉強になり強みになると思う。どんなチャレンジ
でも雲南市の人はきっと応援してくれます。

４/ ㊐30

　10年の保存修理工事を終え、菅谷たたら山内の
フルオープンを記念して「高殿マルシェ」を開催し、
市内外より多くの方が来場しました。
　ラメールマスターズプロジェクト（以下、ＬＭＰ）
の生徒たちによるファンファーレで始まったオープ
ニングセレモニーで、石飛市長は「保存修理によっ
て、たたらの歴史・文化を将来に渡り伝えていくこ
とができることは、大変に意義深い。今後は、この
菅谷たたら山内を核として、雲南市、そして、世界

菅谷たたら山内フルオープン記念
高殿マルシェ

に誇るべきたたらの文化を積極的に発信し、世界中
から多くの皆さんにこの地を訪れていただけるよう
取り組んでいく」とあいさつしました。
　続けて、高殿内に特別に設置されたスぺ―スでは、
ＬＭＰの講師たちによる記念演奏が行われました。
　式典後、来場者は山内に並んだ食べ物やお菓子な
どを販売するテントで食事を楽しんだり、山内の施
設を見学したりしました。

▲あいさつする石飛市長 ▲高殿マルシェの様子

▲自己紹介タイム▲参加者、OB・OGでの集合写真

▲先輩の話を聞く参加者
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第18話第18話
「ベネズエラの代表料理　アレパ」「ベネズエラの代表料理　アレパ」

　近頃ベネズエラの料理が懐かしくなりますが、日本で
はベネズエラでよく使う食材をなかなか見つけられませ
ん。しかし幸いにも、一番欲しかった食材を割と早くネッ
トで見つけられました。その食材は「アレパ用トウモロ
コシ粉」です。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ
　この食材はベネズエラの代表料理「アレパ」の中心的
存在です。アレパとは、トウモロコシ粉、塩コショウ、
香辛料、油、水でできた生地を手のひらでパンパンと叩
き、フライパンやオーブンできつね色に焼きあげたパン
です。アレパには、たくさんの作り方、焼き方、食べ方、
種類などがあります。生地は味付けによって甘くも辛く
もできるし、どの具材を挟んで食べてもおいしいでしょ
う。まさに奇跡の料理です。
　またアレパは、アルゼンチン、スペイン、プエルトリ
コなどもさることながら、ベネズエラとコロンビアでは
国民の誰もが大好きで、国民の間に“ご縁”を結ぶ料理
になっています。コロンビアには75種類も調理法があ
り、またベネズエラの国民の70％は毎日アレパを食べ
るそうです。
　このコラムに載っている画像だけでお腹がすいてきまし
た。また雲南市の皆さんにベネズエラの本場の味を紹介
してみたいです。今はそのためにいろいろ企画中です。

　国が定める食育推進基本計画では、
毎年６月を「食育月間」、毎月19日を
「食育の日」と定めています。

　雲南市では、「食は生
いの ち

命～学び・伝
え・創造する　雲南の食育の環

わ

～」を
基本理念とした第３次雲南市食育推進
計画を策定し、市民、関係機関などと
ともに雲南市らしい食育を推進してい
ます。
　「食」は生きていくうえで欠かせな
いものです。生涯にわたる心身の健康
を支える食育について考え、できるこ
とから取り組みましょう。

第３次雲南市
食育推進計画
はこちら

【問い合わせ先】健康づくり政策課　【問い合わせ先】健康づくり政策課　☎0854-40-1040☎0854-40-1040

▲ベネズエラ料理「アレパ」

HH
オ ラオ ラ

olaola  UU
う ん な んう ん な ん

nnannnan!!

久しぶりに
スペイン語で
あいさつして
います。

６６月は月は
食育月間食育月間ですです
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　市職員による出前講座を行います。この講座は、市民の皆さんへの積極的な情報提供を通して、市政への理解
を深めていただくとともに、市民の皆さんからの意見を聞き、今後の市政運営に生かすためのものです。気軽に
申し込みください。

雲南市出前講座「ふるさとづくり講座」雲南市出前講座「ふるさとづくり講座」

№ 講座のテーマ 講座内容 担当課室

1 チャレンジ連鎖によるまちづくり 
～人口の社会増へのプロジェクト～

地方創生に向けて取り組む「子どもチャレンジ」、「若者チャ
レンジ」、「大人チャレンジ」、「企業チャレンジ」によるまち
づくりについて説明します。 政策推進課 TEL 40-1011 

FAX 40-1029
2 チェックしてみよう！雲南市 

～行政評価の仕組みと見方～
雲南市では、平成19年度から行政評価システムを導入し、評
価結果を毎年公表しています。その仕組みと見方を説明します。

3 国際交流員の文化講座 雲南市の国際交流員を講師に、アメリカの文化や歴史、社会など
を紹介したり、外国人から見た日本・雲南市についてお話しします。

地域振興課 TEL 40-1013 
FAX 40-10294 「やさしい日本語」講座 

～外国人に日本語で伝えよう～
外国人とのコミュニケーション方法として注目されている

「やさしい日本語」の講座です。演習を交えた楽しい講座です。
5 地域自主組織について 地域自主組織の仕組みや各地域での取り組みについてお話し

します。
6 雲南市の定住施策について 雲南市の定住施策（移住定住支援、空き家バンク）の取り組

みについて説明します。
うんなん

暮らし推進課
TEL 40-1014 
FAX 40-1029

7 雲南市の情報発信について 雲南市が行っている情報発信について説明します。 広報広聴課 TEL 40-1015 
FAX 40-1029

8 風水害・地震に備える防災対策に
ついて

ハザードマップや非常持ち出し品、備蓄品の備えなど日頃か
らの備えと避難行動について説明します。また最近の気象状
況や防災について雲南市気象防災アドバイザーが説明します。

防災安全課 TEL 40-1027 
FAX 40-1029

9 原子力防災対策について 「原子力災害に備えた雲南市広域避難計画」の概要について
説明します。 原子力防災対策室

10 雲南市の財政状況について 雲南市の令和５年度予算ならびに令和９年度までの財政計画
について分かりやすく説明します。 財政課 TEL 40-1023 

FAX 40-1029
11 気づいて築く！『人権』『男女共

同参画』
「人権とは？」、「男女共同参画とは？」、分かりやすく、身近
なところからお話しします。 人権推進室 TEL 42-1767 

FAX 42-1839
12 マイナンバーカード申請サポート

について
マイナンバーカードを作りたいけど作り方が分からない方
へ、顔写真を撮るなど申請のサポートを行います。 市民生活課 TEL 40-1031 

FAX 40-1039

13 消費生活センターについて
商品やサービスなど消費生活全般の問題や苦情、問い合わせ
などを受け問題解決を支援する消費生活センターの業務につ
いて事例を交えて分かりやすく説明します。

消費生活センター TEL 40-1123 
FAX 40-1039

14 ごみの分別とリサイクルの推進 ごみの分別方法、リサイクル推進事業を説明した後、参加者
が実際のごみを使って実践し理解を深めていただきます。

環境政策課 TEL 40-1033　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX 40-103915 脱炭素社会ってなに？

令和４年６月に雲南市脱炭素宣言を行い、2050年脱炭素社
会の実現に向けて、雲南市の取り組みを分かりやすく説明し
ます。

16 市税について 市税の種類や仕組みについて分かりやすく説明します。
税務課 TEL  40-1034 

FAX 40-112517 申告相談について 確定申告時期の農業所得などの計算の仕方について分かりや
すく説明します。

18 避難行動要支援者の避難支援制度
について

災害時の避難に支援を必要とする方を地域でサポートする仕
組み「避難行動要支援者の避難支援制度」について説明します。 健康福祉総務課 TEL 40-1041 

FAX 40-1049
19 介護保険制度について 介護保険制度の内容や申請方法などについて説明します。 長寿障がい

福祉課
TEL 40-1042 
FAX 40-104920 障がい者福祉制度について 障がい者福祉制度の内容について説明します。

21 うんなん幸雲体操をはじめてみま
せんか？

市民の皆さんが仲間とともに自ら取り組む、寝たきり予防の
切り札！「うんなん幸雲体操」について、保健師が紹介します。

保健医療介護
連携室

TEL 40-1095 
FAX 40-104922 お口の健康づくりについて 

～たのしく食べるために～

お口の働きは、食べることはもちろん、会話や表情など豊か
な生活を送るうえで重要な役割をしています。子どもから、
大人までの歯と口の健康づくりや、毎日いきいきと過ごすた
めのコツを分かりやすくお話しします。

令和５年度　雲南市出前講座「ふるさとづくり講座」メニュー一覧表

対　　象　　市内に在住、在勤、在学しているおおむね10人以上の団体、グループなどを対象とします。
時　　間　　原則、９時から21時まで
申込方法　　開催予定日の14日前までに直接担当課室へ申込書を提出してください。
講 師 料　　無料（ただし、実習費などは実費負担していただきます）
そ の 他　　会場は市内に限り、会場予約および参加者への連絡などは主催者側でお願いします。

申込書は、市役所および各総合センターに用意してあります。また、市ホームページからダウ
ンロードすることもできます。
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【講師派遣を希望される皆さんへ】【講師派遣を希望される皆さんへ】
受講希望の方は、開催を希望する日の14日前までに各講座の担当課室へ直接申し込んでいただき、日程調整などを行ってください。

№ 講座のテーマ 講座内容 担当課室

23 お口の健康を維持し食べる機能の
低下を予防しよう

高齢者は歯と口の健康状態や食べる機能が悪化すると、から
だの健康だけでなく社会生活にも影響（閉じこもり状態など）
が出やすくなります。この状態を予防することの重要性につ
いて歯科衛生士が分かりやすくお話しします。

保健医療介護
連携室

TEL 40-1095 
FAX 40-1049

24 おとなの食育　～栄養編～
食べることは楽しみでもあり、自身のからだをつくる大切な
源ですが、近年食の乱れからくる生活習慣病が増えています。
健康で活動するための食事バランスのコツ・食の大切さにつ
いてお話しします。

25 高齢者の低栄養を予防しよう
栄養状態が悪いと低栄養になってしまいます。高齢期の低栄
養の危険性とその予防法について食生活のポイントを管理栄
養士が分かりやすくお話しします。

26 こどもの食育　～栄養編～
幼いころから、「食べ物を選ぶ力」、「望ましい食習慣を身に
付ける」、「食の大切さを学ぶ」ことは、健全な心とからだを
つくります。「食」をテーマにした講座で、子どもや保護者
に食の大切さをお話しします。

27“食は生
い の ち

命”雲南市の食育
令和２年３月に策定した第３次雲南市食育推進計画につい
て、大事にしたいことや、進めていきたい取り組みなどにつ
いて説明します。

健康づくり政策課 TEL 40-1040 
FAX 40-1049

28
あなたのこころは元気ですか？ 
～こころの不調に気づき、声かけ
しよう～

こころとからだの健康は密接に絡み合っています。自身のこ
ころの健康を振り返り、ストレスとうまく付き合う方法を一
緒に考えてみましょう。また、こころの病気の正しい知識、
周りの人への声掛けの大切さについてお話しします。

健康推進課 TEL 40-1045 
FAX 40-1049

29 健診を受けよう！ 
～受けるとお得なんです！～

「雲南市成人健診のしおり」をもとに、雲南市が実施する特
定健診、がん検診の意義や内容、気を付けたい生活習慣につ
いてお話しします。

30 脳卒中を防ごう！ 
～やっぱり減塩が大事‼～

近年増加傾向にある脳卒中の正しい知識を身に付け、塩分
チェックなどを通して楽しみながら自分に合った減塩方法を
一緒に勉強しましょう。

31 フレイルを防ごう！ 
～いつまでも自分らしく過ごすために～

介護認定を受けた時の原因疾患で多い“フレイル（虚弱）”
を予防するために、日ごろから気を付けたい生活でのポイン
トをお話しします。

32 転倒予防のお話と実技 転ばないための日常生活の注意などのお話と実技（健脚度測
定、体操等）を行います（対象：60歳以上）。

身体教育医学
研究所うんなん

TEL 49-9050 
FAX 49-7050

33 みんなで考える地域共生スポーツ
ユニバーサルスポーツ（ボッチャなど）の体験を通じて、誰
もがスポーツに取り組める環境づくりや「心のバリアフリー」
の大切さを学びます。

身体教育医学
研究所うんなん 
スポーツ文化 
振興室

TEL 49-9050 
FAX 49-7050 
TEL 40-1073 
FAX 40-1079

34
多面的機能支払交付金を集落の農
地維持、環境維持に活用しません
か！

地域内の農業者が共同で農地維持、環境維持を図る活動の経
費を支援する、多面的機能支払交付金事業について分かりや
すく説明します。

農業総務課 TEL 40-1051 
FAX 40-1059

35 集落営農の組織化・法人化を進め
ませんか！

農業の担い手が不足している地域で集落ぐるみでの営農を進
めるため、営農組織の設立や運営方法、法人化に向けた取り
組みなどについて分かりやすく説明します。

農業畜産課 TEL 40-1055 
FAX 40-1059

36 農業生産工程管理（Ｇ
ギャップ
ＡＰ）導入

で良い農作業管理をしませんか！

食品の安全を揺るがす事件や事故が発生している中で、農産
物の安全性を確保するため、作業の基準（マニュアル）を作
成し実践する取り組みなどについて分かりやすく説明しま
す。

37 なるほど有害鳥獣対策 農作物などへの被害を防ぐための有害鳥獣対策について分か
りやすく説明します。 林業振興課 TEL 40-1056 

FAX 40-1059

38 農地に関する手続き“こんなとき
どうするの？”

農地をさまざまな用途に変更して使用する場合はいろいろな
手続きをし、許可を受ける必要があります。農地に関する手
続き方法やさまざまな制度など分かりやすく説明します。

農業委員会事務局 TEL 40-1092 
FAX 40-1059

39 教えて！土地改良事業 ほ場整備、ため池整備、市単独土地改良事業など各種土地改
良事業について説明します。 農地整備課 TEL 40-1068 

FAX 40-1069

40 住宅の耐震化と大地震に対する備
えについて学ぼう！

突然やってくる大地震から自分や家族を守るための方法・知
識について学びます。大型の住宅模型を使った実習や子ども
も楽しめる住宅紙模型（紙ぶるる君）の制作など、皆さんで
楽しく学べるものとなっています。

建築住宅課 TEL 40-1065 
FAX 40-1069

41 水循環の大切さ「水道のしくみ」 おいしい水を作る浄水場の仕組みや暮らしを支える「水の循
環」など、命の源である水の大切さを説明します。 工務課 TEL 40-0163 

FAX 42-5129

42 水循環の大切さ「下水道のしくみ」
身近な生活環境の改善や、川、海の水質保全など環境に対す
る重要な役割を担う下水道について、下水処理場で水がきれ
いになる仕組みなど下水道の大切さを説明します。

下水道課 TEL 42-3471 
FAX 42-5129

43 同和問題、差別事象から学ぶ！ 人権・同和問題を事象や歴史、身近な事例を交えて分かりや
すくお話しします。 人権教育室 TEL 42-1767 

FAX 42-183944 ＬＧＢＴ等と人権 ＬＧＢＴなどの性の多様性について、社会の状況や雲南市の
小中学校の取り組みについて分かりやすくお話しします。

45 雲南の文化財に触れよう 市内の文化財について、分かりやすくお話しします。 文化財課 TEL 40-1075 
FAX 40-1079
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５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
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位
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付
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２
類
感
染
症
相
当
」

か
ら
「
５
類
感
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症
」
へ
変
わ
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し
た
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感
染
症
法
上
の
「
２
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染
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感
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感
染
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感
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症
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感
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さ
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狂
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わ
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ウ
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感
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わ
れ
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あ
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医
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の
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。
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。
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い
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。
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。
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れ
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の
前
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願
い
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ま
す
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検
査
キ
ッ

ト
で
陽
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。

　
来
院
さ
れ
た
ら
受
け
付
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を

し
、
各
科
の
外
来
窓
口
に
て
発
熱

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
来
院
時
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　当院では、平成22年度より「病気の早期発見」や「生活習慣病などの予防」、「医療に関する情報の提供」な
どを目的に医療出前講座を行っており、令和5年度も、地域住民の皆さんが“知りたい”、“聞いてみたい”内容
の講座となるよう多様なメニューを用意しています。
　積極的に地域に出掛け、地域の皆さんとふれあい、また、さまざまな声を聞き、「地域に親しまれ、信頼され、
愛される病院」となるよう心掛けていきますので、「医療出前講座」をぜひ利用ください。
　なお、感染対策を十分に講じたうえでの開催をお願いします。

対　　象：原則、市内に在住、在勤、在学している10人以上の団体、グループなどです。
会　　場：市内に限ります。
時　　間：土・日・祝日を除く平日の14時から17時までのうち１時間程度です。
講 師 料：無料です（ただし、実習費などについては実費負担していただきます）。
申し込み：開催予定日の２ヵ月前までに市立病院総務課へ申込書を持参いただくか、市立病院ホームページ・電話・FAX

で申し込んでいただき、日程調整をさせていただきます。
そ の 他：会場の手配、参加者への連絡などは主催者側でお願いします。
　　　　　営利を目的とされるときは申し込みはできません。

医療出前講座「飛び出す！雲南病院講座」医療出前講座「飛び出す！雲南病院講座」
総務課　　☎ 0854-47-7529総務課　　☎ 0854-47-7529

FAX 0854-47-7501FAX 0854-47-7501

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
の
対
応

５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
の
対
応

17 市報うんなん 2023.6

雲南病院だより

№ テーマ 内　容 担当部署
1 受診に困ったときは？

～その症状、何科を受診しますか？～
気になる症状が出ているがどの科を受診したらいいか分からない、こんな症状の
時はどうしたらいいなど、症状に応じて何科に受診したらいいかお伝えします。 担当科医師

2 胃がん・大腸がん・乳がんとの付き合い方
日本では２人に１人の割合でがんが発症すると言われています。がんにかか
ると体だけでなく、心にも負担がかかります。健康な時にこそ、がんのこと
やがんとの付き合い方を一緒に考えてみませんか。 外科医師

3 最近の外科治療について
地域の皆さんのニーズに合わせた外科治療を行っており、専門外科分野（呼
吸器、循環器、がん治療など）や事故による怪我など、外科の治療について
お話しします。

4 乳幼児健診・予防接種の知識
～子どもを病気から守る～

子どもの病気の予防、早期発見を目的として行われている乳幼児健診、予防
接種について知っていると便利な知識をお話しします。

小児科医師5 乳幼児期によくみられる病気
～小児救急にかかる前に～

乳幼児はよく熱を出したり、食欲が落ちたりして家族は心配します。救急に
行く前に、観察点、対応すべき点などをお話しします。

6 子どもの発達と子育てについて 子どもの神経疾患や、発達機能、こころの問題やその対応などについて小児
科医師が分かりやすくお話しします。

7 医師からみた生活習慣病について
～検診から見る健康に生きるためのコツ～

糖尿病や肥満症、高脂血症、高血圧、脳卒中などの生活習慣病について、医
師が分かりやすくお話しします。また、生活習慣病の予防・健康維持と運動、
休養、飲酒、喫煙などとの関係性や、根拠に基づいた慢性疾患に関する予防
医学を基にした検診項目を提示し受診方法を提示します。

地域ケア科医師
内科医師

8 医師からみた
病院と地域のつながりの大切さ

これからの医療は、病気と共存しながらＱ
キューオーエル

ＯＬ（生活の質・人生の質）の維持・
向上をめざしています。住み慣れた地域や自宅での生活のための医療、地域
全体で支える医療についてお話しします。

9 看取りと訪問診療について 雲南市での暮らしをより充実したものにする、自宅での安全安心な医療につ
いて分かりやすく説明します。

10 豊かな暮らしのために
伝えよう！自分の望む「医療」について

これから受ける医療やケアについて、あなたの考えを家族や医療者に伝えて
おく、その大切さと方法を分かりやすく説明します。

11 難聴について
聞こえの低下や耳鼻科の病気を学ぼう

難聴とは何でしょうか？難聴の兆候や原因、難聴の種類、高齢期に気を付け
たい耳鼻科の疾患などをお伝えします。 耳鼻咽喉科医師

12 嚥
えん

下
げ

障害・誤
ご

嚥
えん

について
“食事中にむせやすくなった”、“飲み込みにくくなった”、そのように感じる
ことはありませんか？嚥下障害（飲み込むことの障害）や誤嚥、その予防方
法についてお話しします。

耳鼻咽喉科医師
認定看護師
言語聴覚士

13 腰痛・ひざ痛・肩痛の予防
（介護予防体操） 生活での注意点や予防体操などについてお話しします。

理学療法士
作業療法士

14 生活不活発病を防ごう
～関節の痛み予防・介護予防体操・お口の健康～

生活不活発病（フレイル）の要因となっている関節の痛み・筋力の低下の予
防、日常生活上での注意点や工夫をお話しします。また、介護予防体操の紹介・
指導も行うことができます。

15 目の病気ついて 年を取ると起こりやすい目の病気や症状についてお話しします。
他にも目のことなら何でも要望ください。 視能訓練士

16 気になりませんか？家族のいびき
～検査でわかる睡眠時無呼吸症候群～

“睡眠時無呼吸症候群”は自宅で検査ができます。症状や合併症、検査方法な
ど検査技師が詳しくお話しします。 臨床検査技師

17 知りたかった血液検査のあれこれ 健康診断でもらう検査結果のうち、血液検査に限定して項目や結果、基準値
の見方など一般的なお話をします。

18 お薬の飲み方 薬の飲み方などについて、素朴な疑問を薬剤師と一緒に考えます。
薬剤師19 薬物乱用・薬の弊害について 薬物依存の怖さや薬物に関する正しい知識などについてお話しします。

20 防煙・禁煙について 喫煙および受動喫煙による健康被害などについてお話しします。
21 乳がん検診について 撮影概要（検査内容）、その他注意事項などを説明します。 診療放射線技師
22 介護保険の活用について 初めて利用するときのために使用できるサービスと介護度について説明します。 相談員
23 健診の現場からアドバイスできること 健診現場の実態から、健康生活へのアドバイスを行います。

保健師24 若い方からお年寄りまで健康に過ごす
ためのよい生活をアドバイスします！！

年代に応じた生活全般（食生活や運動など）について受講者参加型の楽しく
学べるお話をします。

25 生活習慣病を防ぐ食事 糖尿病、高血圧、脂質異常症、骨粗しょう症などを予防する食生活について
お話しします。 管理栄養士

26 高齢者に大切な食事について 高齢者向けの食生活についてお話しします。

27 訪問看護ってなぁに？ 訪問看護の実際やできることをお話しします。お家での介護や看護で不安や
疑問などはありますか？サービス内容や料金など説明します。 訪問看護ステーション

28 褥
じょく

瘡
そう

（床ずれ）予防について 褥瘡（床ずれ）にならないようにするにはどうしたらよいか説明します。 褥瘡委員会

29 感染症予防について 希望される内容（新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルス感染
症など） の感染予防についてお話しします。

Ｉ
ア イ シ ー テ ィ ー

ＣＴ
（感染対策チーム）

30 認知症について 認知症に対する基礎知識と理解を深め対応についてお話しします。 認知症対策チーム

31 Ｄ
デ ィ ー マ ッ ト

ＭＡＴ（災害派遣医療チーム）について 災害時における対応やＤＭＡＴ（災害急性期に活動を行う災害派遣医療チー
ム）について説明します。 ＤＭＡＴ

32 糖尿病ってどんな病気？
放っておいたらどうなるの？

正しく糖尿病を知ることで糖尿病は制することができます。この講座では、
皆さんの知りたい内容に合わせて専門スタッフがお話しし、後悔の無い人生
が送れるようにお手伝いします。

糖尿病対策チーム

33 アドバンス・ケア・プランニング
（ACP）について

一度しかない「私の人生」を自分らしく生きるために、人生の最後の時間を
どう過ごしたいか、皆さんで考えていただく機会を提供します。 緩和ケア委員会

34 いざという時役立つ救急法
～わかりますか？Ａ

エ ー イ ー デ ィ ー

ＥＤの使い方～
心臓マッサージとＡＥＤの使い方を説明します。併せて体験も行います。 救急対応委員会

35 ふるさと教育　～雲南の医療現場から～ 小中高校へ病院のスタッフが出向きます。医療現場の状況や働く喜び、医療
職の資格取得方法などについてお話しします。

キャリアサポート・
育成センター

36 病院でお支払いされる医療費について 保険診療のしくみ、医療費の計算方法について説明します。 経営課
37 病院経営について 病院の経営状況、人材育成事業・ボランティア活動などを紹介します。 総務課

38 これからの地域医療について 地域医療を取り巻く現状や課題、これからの方向性について説明します。
病院事業管理者

大
おお

谷
たに

　順
じゅん

令和５年度 雲南市立病院 医療出前講座「飛び出す！雲南病院講座」メニュー一覧
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雲南病院だより

　肝炎とは、肝臓の細胞に炎症が起こり、肝細胞が壊
れ、肝臓の働きが悪くなる病気です。肝臓の働きがか
なり悪くなっても、症状は現れにくく、知らないうち
に病気が進んでしまいます。　　
　肝炎が長く続いた状態が慢性肝炎で、長期化すると、
肝硬変、肝がんへと進展する場合があります。慢性肝
炎の原因には、ウイルス感染、薬剤、アルコール摂取、
肥満など、さまざまなものがありますが、その大部分
が肝炎ウイルスの感染によるものといわれています。
　肝炎ウイルスにはＡ型、Ｂ型、Ｃ型、Ｄ型、Ｅ型な
どがありますが、日本における慢性肝炎の多くはＢ型
肝炎ウイルスとＣ型肝炎ウイルスの感染によるもので
す。
　Ｂ型肝炎ウイルスの感染者は日本に約110～120
万人と推定されています[1]。血液や体液を介して感染
し、かつては出生時の母子感染が多くみられましたが、
昭和61年以降は母子感染対策がとられるようになり、
現在はほとんどみられません。現在は性交渉による感
染がもっとも多いといわれています。
　Ｃ型肝炎ウイルスの感染者は日本に約90～130万
人と推定されています[1]。血液を介して感染し、以前
は手術時の輸血や注射針の使いまわし、肝炎ウイルス

が混入した血液製剤によって感染する
ことがありましたが、現在はこのよう
なことはありません。
　Ｂ型肝炎ウイルスやＣ型肝炎ウイル
ス（以下、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス）の感染によって
慢性肝炎になっていたとしても、症状は無いか、あっ
ても軽微であるため、感染していることに気付かない
ことは少なくありません。そのため、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウイルスの感染の有無を調べることが必要です。感染
していることが分かった場合には、早期に医療機関を
受診し、必要な定期検査や適切な治療を実施すること
で、肝硬変や肝がんの発症を予防することができます。
　これまでに一度もＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受
けたことがない方は、必ず受けておきましょう。検査
は、血液検査で行い、保健所や県の委託医療機関で受
けることができます。また、市が行う集団特定健診や
職場の健康診断に併せて受けられる場合もあります。
　市立病院でも肝炎ウイルス検査を行っていますの
で、病院の保健推進課まで問い合わせください。

（参照元）　［1］厚生労働省ホームページ

フォローアップ健診 をはじめました！
　健診結果で、以下の検査内容項目において要経過観察と
判定された方におすすめです。
　再検査のためにぜひ利用してください。

【検査内容】　◉血液検査
　　　　　　　（脂質、血糖、HbA1c、肝機能、尿酸、腎機能、貧血）
　　　　　　◉尿検査（尿潜血、尿たんぱく、尿糖）
　　　　　　◉血圧測定
　　　　　　◉身体計測
【料　　金】　3,300円（税込み）
【所要時間】　約30分
【問い合わせ・予約先】

市立病院　保健推進課　☎0854-47-7510

健診室からのおしらせ

あなたの健康をサポート♪あなたの健康をサポート♪
病院保健師からのちょっと役立つ話病院保健師からのちょっと役立つ話

Vol.19　Vol.19　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けましょうＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査を受けましょう
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雲南病院だより

先日いただいた質問はこれです。

「どのくらい運動したらいいですか？」

　運動量に関しては、いろいろなところでいろいろな
ことが言われています。1日10,000歩が推奨されて
いることがありますが、さすがに多い気がします。

　最近の研究で、「毎日の歩数が5,000歩〜7,000歩
ある方は生活の質が高い」ことが分かってきています。
運動の内容によらず、毎日歩数計を着けて測るだけな
ので、比較的簡単に運動量が分かります。

　なかなか毎日、決まった時間に運動することが難し
い方も多いと思います。運動内容を意識せずに、歩数
を測って、その数を見て、

「もう少し歩こうかな」
と思ってもらえるといいなと思います。

　今はほとんど携帯電話に歩数計測機能がついていま
すので、歩数を数えることが可能ですし、その数字を
見ながら、5,000～7,000歩をめざすことができると
いいですね。決まった運動ができていない方も、ぜひ
毎日、自分の運動量を歩数で評価してコツコツ続けて
みてください。
 

　今年度、新たに採用となった８人の新人看護師は、少
しでも早く一人前となるための新人研修に取り組んでい
ます。
　新人研修は集合研修と個別研修があり、２つの研修を
繰り返し、プリセプターと呼ばれる先輩看護師がマン
ツーマンで指導・アドバイスを
行い、看護実践能力を養います。

　４月は、心肺蘇生法や感染症対策、採血や輸液管理、導尿・吸引・経腸栄養な
どの、看護基礎的技術習得のための研修を行いました。看護師として現場で必要
な技術を全体で講習を受け、各病棟の現場で実践を積んでいます。
　新人看護師は、少しずつ新しい環境にも慣れ、実際に患者さんとコミュニケー
ションをとりながら、看護ケアを行っています。新人看護師一人ひとりのペース
に合わせ、指導・支援を行っています。院内で名札に初心者マークが付いた看護
師を見掛けた際は、温かく見守っていただければと思います。

新人看護師の研修が新人看護師の研修が
始まりました始まりました

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第36回：「毎日の運動目標は5,000歩〜7,000歩を目安に」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

個人防護具着脱演習後の様子

採血の様子
▲

毎日5,000から7,000歩動くことが、
元気の秘訣
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植
う え だ

田 蕗
ろ む

生ちゃん（大東町）
蓮
れん

さん・結
ゆ り

理さんのお子さん
ろむ１歳おめでとう��
これからもお兄ちゃん達と仲良く元気
いっぱいに育ってね૘�❤

稲
い な た

田 るりちゃん（三刀屋町）
翔
しょうご

伍さん・あかりさんのお子さん
お誕生日おめでとう����　るりの笑顔に
いつも癒されてるよ㴦���　お兄ちゃんと仲
良く元気に大きくなってね��　大好き��

高
たかはし

橋 旺
お う た

大ちゃん（木次町）
和
かずひこ

彦さん・亜
あ き

紀さんのお子さん
笑顔の可愛いおうた❤
おうたはわが家の癒し✨
元気いっぱい大きくなってね૘�

佐
さ と う

藤 奈
な な み

々望ちゃん（大東町）
鴻
ひろき

輝さん・千
ち え

絵さんのお子さん
ななちゃん、お誕生日おめでとう㊗
元気いっぱい遊んで、すくすく育っていっ
てね૘�　お姉ちゃんとも仲良くね❗

安
あ べ

部 菜
な つ き

月ちゃん（大東町）
洋
よういち

一さん・悠
ゆうこ

子さんのお子さん
なっちゃん１歳のお誕生日おめでとう��
ゆっくり大きくなってね❤

石
い し だ

田 結
ゆ い

衣ちゃん（加茂町）
和
かずまさ

正さん・朋
ともこ

子さんのお子さん
いつも可愛い笑顔を見せてくれて、あり
がとう૘�　笑いの絶えない毎日で幸せ
だよ��　元気に大きくなってね⭐

石
いしくら

倉 依
え ま

茉ちゃん（木次町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生日おめでとう❤　笑顔が素敵
なえまちゃん❗　これからもたくさん
の笑顔をみんなにみせてね❗

加
か と う

藤 律
り つ き

希ちゃん（木次町）
篤
あつお

生さん・未
み お

央さんのお子さん
りつちゃん、おめでとう✨
兄ちゃんたちにもまれて元気に大きく
なぁれ✨　大好きだよ㴦�

７月で満１歳（令和４年７月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
　⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで６月９日（金）までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家のHOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

わが家の
EHOPEHOP

６月で満１歳おめでとう６月で満１歳おめでとう
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立
たていし

石 虎
こ た

大ちゃん（木次町）
康
やすのり

矩さん・ゆりさんのお子さん
こっちゃん、初めてのお誕生日おめでと
う��　また一年、楽しく元気に過ごそ
うね❣　産まれてくれてありがとう✨

細
ほ そ い

井 依
い ち か

千花ちゃん（三刀屋町）
祐
ゆうき

希さん・亜
あ み

美さんのお子さん
いつも沢山の笑顔をありがとう❤
お姉ちゃんと仲良く元気に逞しく大き
くなってね⭐

【問】健康推進課　☎ 0854-40-1045

【問】人権センター　☎ 0854-42-1767

子育てを見守り応援します！「母子保健推進員」

「人権の花」運動

　４月７日（金）、母子保健推進員委嘱状交付式
および研修会を市役所本庁舎で開催しました。
　令和５年から２年間、24人の母子保健推進員
が、お子さんのいる家庭への訪問や地域での声
掛け、乳幼児健診等の母子保健事業を通し、地
域の身近な相談相手として子育てを見守り、応
援します。
　これまでに母子保健推進員と関わりのあった
保護者の方々からは、「優しく身体を気遣っても
らい安心した」、「身近に相談できる方がいるの
がとても心強い」などの声もいただいています。
　子育て中の保護者の方々で心配なことや分か
らないことがあれば、母子保健推進員に気軽に
相談してください。

　市と出雲人権擁護委員協議会および松江地方法務
局出雲支局では、小学生を対象に「人権の花」運動
を進めています。
　この運動は、児童が協力しながら花を育てること
を通じて、命の大切さや相手への思いやりという基
本的人権の尊重の精神を身に付けてもらうことを目
的としています。
　本年度は、海潮、西、加茂、木次、西日登、鍋山、
吉田小学校の７校で実施しました。

子育て情報をひとまとめにした
サイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp 
または、下記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。
雲南市

母子保健推進員の皆さん

海潮小学校で「人権の花」の種などを贈呈した様子
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４
月
16
日
に
、
明
治
記
念
館
（
東

京
都
港
区
）
で
行
わ
れ
た
「
運
動
器

の
健
康
・
日
本
賞
（
公
益
財
団
法
人

運
動
器
の
健
康
・
日
本
協
会
顕
彰
事

業
）」
の
表
彰
式
に
出
席
し
、
こ
の
た

び
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
地
域
運
動
指

導
員
（
以
下
、
指
導
員
）
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

域
へ
の
運
動
指
導
や
声
掛
け
に
よ
り
、

身
体
を
動
か
す
「
楽
し
さ
」
と
「
大

切
さ
」
の
普
及
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
で
は
指
導
員
の
長
年

に
わ
た
る
取
り
組
み
が
、
介
護
予
防

の
み
な
ら
ず
、
運
動
器
（
骨
や
筋
肉

な
ど
の
身
体
を
動
か
す
器
官
の
総
称
）

の
健
康
づ
く
り
活
動
を
正
し
く
体
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
指
導
員
第
７
期
生
の
養

成
を
行
い
ま
す
。
地
域
で
の
運
動
実

践
や
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
み
た

い
方
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
体
を
動
か
す
こ
と
を
身
に
付
け
た

い
方
は
、
研
究
所
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
研
究
所
う
ん
な
ん
で
は
、
今
回
の

受
賞
と
７
期
生
養
成
を
受
け
て
、
指

導
員
が
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　島根県が令和４年度に実施した「親と子のよい歯のコンクール」雲南圏域表彰の
表彰式が２月22日に雲南市役所で行われました。圏域最優秀賞、県最優秀賞に選
ばれた小

こ
山
やま
香
か
織
おり
さん、結

ゆ
彩
あ
ちゃん（加茂町）、圏域優秀賞に選ばれた曾

そ
田
た
周
しゅうへい
平さん、

ひよりちゃん（大東町）が出席され、雲南保健所長から表彰状が手渡され、石飛市
長からは、お祝いの言葉とともに記念品が手渡されました。

　
指
導
員
の
養
成
を
通
じ
た
健
康
体

力
づ
く
り
の
普
及
活
動
は
、
平
成
９

年
に
旧
吉
田
村
か
ら
始
ま
り
、
市
合

併
後
に
全
市
的
な
取
り
組
み
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
１
８
６

人
の
指
導
員
が
誕
生
し
、
身
近
な
地

　このコンクールは、「１．歯や口腔が健康であること」、「２．歯
並びや噛み合わせが良いこと」、「３．口の中の清掃状態が良いこと」
の３つの全てを満たしている親子であることが推薦要件となってい
ます。市からは、令和３年度に３歳児歯科健診を受けた241人のう
ち４組の親子を推薦しました。
　受賞された保護者にむし歯予防について聞くと、「歯磨きをする
ことはもちろん、お菓子は歯に残るものは選ばないようにしていま
す。子どもが自分で磨いた後は、保護者の膝の上で仕上げ磨きをしっ
かりします」など、日々親子で気を付けているようです。
　令和３年度に市が
行った１歳６ヵ月児
歯科健診結果では、初

めてむし歯がゼロになりましたが、おやつの摂り方や歯磨き習慣などに
課題が残る状況です。また、３歳児歯科健診では、平均してひとりのお
子さんに0.32本のむし歯が見られ、年齢を重ねるにつれて、むし歯が
多くなる傾向にあります。
　歯は一生の宝物です。小さい頃から食生活にも気を付け、むし歯を予
防していきましょう。

こんにちは、

です。
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保健師保健師保健師保健師

※この 二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん (☎ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

☟文
：保健師

２
０
２
３
年
度
運
動
器
の
健
康
・
日
本
賞

「
奨
励
賞
」
を
受
賞
！

地
域
運
動
指
導
員
の

長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
る

表彰式の様子（左端の前後列２人が所員）

おめでとうございます。
令和４年度 親と子のよい歯のコンクール （雲南圏域）

表彰式に出席された皆さん

令和５年６月４日（日）～６月10日（土）令和５年６月４日（日）～６月10日（土）
令和５年度 歯と口の健康週間令和５年度 歯と口の健康週間

ソ ル コ ム
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎�

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　
気
象
業
務
功
労
に
よ
り

　
奥お
く

井い

　
義よ
し

晴は
る

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

瑞
宝
双
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
谷た
に

戸と

　
邦く
に

夫お

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎�

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　
消
防
功
労
に
よ
り

　
目め

黒ぐ
ろ

　
清き
よ

雄お

さ
ん
（
木
次
町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
次
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎�

雲
南
市

　
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

　
Ｂバ

オ

ー

Ａ
Ｏ
Ｏ
三
刀
屋（
三
刀
屋
町
）

　
井い

田だ

　
敬け

い

三ぞ
う

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

　
長は

谷せ

川が
わ

和か
ず

男お

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

　
高た

か

尾お

　
正ま

さ

治は
る

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
藤ふ

じ

原は
ら

　
　
正ま

さ
し
さ
ん（
吉
　

田
　

町
）

　
小お

村む
ら

　
重し

げ

美み

さ
ん（
掛
　

合
　

町
）

浄
化
槽
送
風
機（
ブ
ロ
ワ
）の 

電
気
は
切
ら
な
い
で

水
道
局
下
水
道
課

☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
合
併
浄
化
槽
（
以
下
、浄
化
槽
）

据
え
付
け
の
送
風
機
（
ブ
ロ
ワ
）

は
、
浄
化
槽
を
正
常
に
機
能
さ
せ

る
た
め
の
重
要
な
機
器
で
す
。
転

出
・
転
居
な
ど
に
よ
り
空
き
家
状

態
で
も
水
道
を
継
続
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
電
気
も
継
続
し
て
送
風

機
を
稼
働
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
併

せ
て
点
検
・
清
掃
で
き
る
よ
う
木

戸
道
・
通
路
の
安
全
確
保
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
送
風
機
が
動
か
な
い
、
異
音
が

す
る
な
ど
の
場
合
は
水
道
局
下
水

道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
を
含
め
下
水
道
は
、
み

ん
な
で
使
い
、
負
担
す
る
公
共
の

財
産
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

水  

道  

週  

間

水
道
局
総
務
課

☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
３

　
６
月
１
日
㈭
か
ら
６
月
７
日
㈬

雲
南
市
二
十
歳
の
集
い
開
催

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
雲
南
市
二
十
歳
の
集
い
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
14
日
㈪
10
時
か
ら

【
会
場
】

　
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

【
対
象
】

　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
市
内
在
住
の
方
、
ま
た
は

市
内
の
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
。

【
備
考
】

　
対
象
の
方
へ
は
５
月
中
旬
に
案

内
の
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。
届

い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
で

す
。

　
藤ふ
じ

原は
ら

　
　
茂し

げ
る
さ
ん（
大
　

東
　

町
）

は
「
第
65
回
水
道
週
間
」
で
す
。

【
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　「
水
道
水
　安
心
・
安
全

　
　
　
　
　
　
　こ
れ
か
ら
も
」

有
害
鳥
獣
の
駆
除
実
績
　
　
　
　
　
　
　

林
業
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
市
で
は
、
雲
南
市
猟
友
会
員
で

あ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
皆
さ
ん

に
毎
年
有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
近
年
の
駆
除

頭
数
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
お
よ
び
緊
急
地
震

速
報
訓
練

防
災
安
全
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時
や
地

震
発
生
時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

活
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
次
の
と
お
り
実

施
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
時
】

■�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
（
全
４
回
）

・
６
月
７
日
㈬
11
時

・
８
月
23
日
㈬
11
時

・
11
月
15
日
㈬
11
時

・
令
和
６
年
２
月
９
日
㈮
11
時

■
緊
急
地
震
速
報
訓
練（
全
２
回
）

・
６
月
15
日
㈭
10
時

・
11
月
２
日
㈭
10
時

　
本
訓
練
は
、
国
が
情
報
配
信
を

伴
う
試
験
を
定
期
的
、
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
緊
急
時
の
機

器
（
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
）
の
不
具
合

を
未
然
に
解
消
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急
地

震
速
報
、
大
津
波
警
報
な
ど
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に

関
す
る
情
報
を
携
帯
電
話
な
ど
に

（単位：頭・羽）

鳥獣種別 令和２年度 令和３年度 令和４年度
イノシシ 2,317 1,457 2,263
サル 29 27 25
シカ 12 25 40

ヌートリア 218 162 118
その他 263 209 282
合　計 2,839 1,880 2,728
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

配
信
さ
れ
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

市
町
村
防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ

り
、
国
か
ら
住
民
ま
で
瞬
時
に
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
る
際

に
発
報
さ
れ
る
サ
イ
レ
ン
音
お
よ

び
放
送
内
容
な
ど
は
、
消
防
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

環
境
の
日
、
環
境
月
間

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
毎
年
６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」

で
す
。ま
た
、６
月
か
ら
の
１
ヵ
月

間
は
「
環
境
月
間
」
と
な
り
ま
す
。

　
雲
南
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

後
世
に
も
守
り
伝
え
て
い
く
た
め

に
マ
イ
箸
、
マ
イ
容
器
の
使
用
や

古
着
、
古
紙
等
の
資
源
ご
み
回
収

の
協
力
な
ど
の
身
近
な
エ
コ
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

雲
南
市
備
蓄
計
画
の
策
定

防
災
安
全
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
市
で
は
、
従
来
か
ら
災
害
発
生

時
に
お
け
る
防
災
備
蓄
品
と
し

て
、
食
料
や
飲
料
水
、
生
活
必
需

品
な
ど
を
一
定
量
備
蓄
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
市
で
備
蓄
す
る
品

目
や
そ
の
目
標
数
量
の
ほ
か
、
市

や
市
民
の
役
割
な
ど
基
本
的
な
方

針
を
示
し
た「
雲
南
市
備
蓄
計
画
」

を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
蓄
計
画
で
は
、
市
民
に

よ
る
日
頃
か
ら
の
家
庭
内
備
蓄
の

必
要
性
や
備
蓄
時
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
備
蓄
計

画
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
各
家
庭
に
て

日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
行
い

ま
し
ょ
う
（
非
常
持
出
品
の
例
は

8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

暮
ら
し・手
続
き

暮
ら
し・手
続
き

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

広
報
広
聴
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
「
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
た
め
、
市

長
と
の
懇
談
を
希
望
す
る
団
体
と

共
催
で
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
募
集
団
体
】

　
市
内
に
本
拠
地
を
置
き
、
市
内

で
活
動
す
る
団
体
で
、
雲
南
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
と
の

懇
談
を
希
望
す
る
団
体
。
懇
談
会

の
出
席
者
は
、
10
人
以
上
20
人
程

度
ま
で
と
し
、
十
分
な
意
見
交
換

が
で
き
る
範
囲
内
と
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

　
６
月
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

順
次
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
は
、
原
則
主
催
団
体
で
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

　
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
自
由
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
陳
情
・
要
望

を
目
的
と
し
た
も
の
は
除
き
ま

す
。

【
申
し
込
み
先
】

　
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
・

市
民
サ
ポ
ー
ト
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け

取
り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申

し
込
み
は
お
早
め
に
！

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

が
令
和
５
年
９
月
ま
で
延
長
と
な

り
ま
し
た
。

※�

９
月
末
よ
り
も
早
く
申
し
込
み

を
締
め
切
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
に
は
、

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
申
請
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。カ
ー
ド
の
交
付
通
知
書（
ハ

ガ
キ
）
が
届
い
た
ら
、
早
め
に
受

け
取
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限（
９
月
末
）

間
際
に
は
窓
口
や
、
ポ
イ
ン
ト
サ

イ
ト
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
受
け
取
り
対

象
者

・�

２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

・�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
１
弾
に
申

し
込
ん
で
い
な
い
方
（
５
千
円

相
当
）

・�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
し
込

み
を
行
っ
た
方
（
７
５
０
０
円

相
当
）

・�

公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ

た
方
（
７
５
０
０
円
相
当
）

■�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
数
字

４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド

・�

ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
コ
ー
ド

・�

公
金
受
取
口
座
を
登
録
す
る
た

め
の
通
帳

農
用
地
区
域
の
除
外
申
出
は 

　
　
　   

７
月
31
日
ま
で
に

農
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
５

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
２

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定

め
る
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
県
知
事
に

対
す
る
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
や
農
業
用

施
設
等
の
用
地
と
し
て
用
途
を
変

更
す
る
場
合
も
同
様
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。
　

■
農
用
地
区
域
と
は

　
県
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
農
業

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
を
「
農
業
振
興
地

域
」
と
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
の

区
域
内
の
農
地
を
農
用
地
区
域
と

言
い
ま
す
。

口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。
口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。

今月の税金

●市県民税（第１期）

納期限は６月30日（金）です。
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
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そ
の
他

■
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
用
地
や
駐
車
場
、

墓
地
な
ど
の
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
こ
と
を
「
転
用
」
と
言
い
ま

す
。こ
の
転
用
を
す
る
た
め
に
は
、

農
地
法
な
ど
関
係
法
令
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
自
由

に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
ど
こ
で
も
許
可
が
得
ら
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
農
用
地
区
域
内
で
の
転
用
に
は

　
農
用
地
区
域
内
で
や
む
を
得
ず

転
用
す
る
場
合
は
、「
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
」
の
手
続
き
が
完

了
し
た
後
で
な
い
と
転
用
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
転
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、

事
前
に
農
業
畜
産
課
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
地
元
農
業
委
員
ま
た

は
推
進
委
員
へ
相
談
し
、
除
外
手

続
き
が
必
要
か
ど
う
か
確
認
の
う

え
、
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
除

外
申
出
書
を
農
業
畜
産
課
ま
た
は

総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
、
市

民
サ
ポ
ー
ト
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
除
外
申
し
出
の
時
期
は

　
除
外
申
し
出
の
受
け
付
け
は
、

毎
年
７
月
末
と
１
月
末
の
年
２
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
受
け
付
け

後
、
県
と
の
協
議
な
ど
を
経
て
除

外
の
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で

７
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
除
外
完
了
後
か
ら
転
用

許
可
ま
で
も
か
な
り
の
日
数
を
要

し
ま
す
の
で
、
転
用
の
計
画
が
あ

る
方
は
早
め
に
相
談
・
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
相

談
は
農
業
畜
産
課
で
、農
地
転
用
・

農
地
の
売
買
な
ど
の
相
談
は
農
業

委
員
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

営
農
継
続
補
助
金
の 

                   

受
け
付
け

農
業
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
っ
て
水
稲
な
ど
の
作
付
け
が
で

き
な
い
農
地
（
田
）
に
つ
い
て
、

営
農
活
動
の
再
開
を
目
的
と
し
て

草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う

場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
農
地
】

　
次
の
要
件
を
満
た
す
農
地

①�

令
和
３
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し

た
農
地
（
田
）

②�

市
が
行
う
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
農
地

【
対
象
者
】
被
災
農
地
の
所
有
者

ま
た
は
耕
作
者

【
対
象
事
業
】
営
農
活
動
の
再
開

を
目
的
と
し
て
行
う
農
地
の
維
持

管
理
（
草
刈
り
な
ど
）

【
補
助
額
】
10
ａ
あ
た
り
３
千
円

【
申
請
期
限
】

　
令
和
６
年
３
月
11
日
㈪

　
詳
細
は
農
業
総
務
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
化
学

肥
料
の
低
減
に
向
け
て
取
り
組
む

農
業
者
の
肥
料
費
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】農
産
物
を
販
売（
出
荷
）

し
て
い
る
農
家

【
支
援
対
象
と
な
る
肥
料
】

　
令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年

５
月
に
購
入
し
た
肥
料
（
農
薬
は

対
象
外
）

【
支
援
内
容
】

　
化
学
肥
料
低
減
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
上
で
前
年
度
か
ら
増
加
し

た
肥
料
費
部
分

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
化
学
肥
料
低
減
計
画
書

・
振
込
先
口
座
申
請
書
兼
確
約
書

・
通
帳
の
写
し
（
表
紙
・
表
紙
裏
）

・�

肥
料
の
購
入
価
格
が
分
か
る
も

の
【
提
出
先
】
農
業
総
務
課
ま
た
は

総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
・
市

民
サ
ポ
ー
ト
課

【
提
出
期
限
】
６
月
15
日
㈭

　
詳
細
は
農
業
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス 

　
　
　 

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

林
業
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
で
は
、
市
民
か
ら
搬
出
さ
れ

た
木
材
を
チ
ッ
プ
に
加
工
し
、
市

内
６
施
設
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
へ

供
給
し
て
い
ま
す
。
間
伐
材
な
ど

の
林
地
残
材
を
搬
出
し
た
方
に

は
、
対
価
と
し
て
１
ト
ン
あ
た
り

７
千
円
相
当
を
支
払
い
ま
す
。

■
登
録
者
講
習
会
　
　
　
　
　
　

　
本
事
業
で
材
を
搬
出
す
る
た
め

に
は
、
登
録
者
講
習
会
を
受
講
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
事
業
の
概

要
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
、

材
の
玉
切
り
な
ど
林
内
作
業
で
安

全
確
保
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

　
６
月
10
日
㈯
・
10
月
28
日
㈯
・

令
和
６
年
２
月
３
日
㈯

【
問
い
合
わ
せ
先
】

林
業
振
興
課
も
し
く
は
合
同
会
社

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
う
ん
な
ん

　
☎
０
８
５
４-

49-

８
７
５
５

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
今
年
は
２
年
に
一
度
の
特
定
計

量
器
定
期
検
査
の
年
で
す
。
商
取

引
や
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使
用

さ
れ
る
方
は
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
商
工
振
興
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

　
６
月
６
日
㈫
か
ら
16
日
㈮
ま
で

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

高
齢
者
等
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
の
導
入

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
５

■�

高
齢
者
等
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ�

　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
徘
徊
な
ど
に
よ
り
行
方
不
明
に

な
っ
た
方
を
、
早
く
見
つ
け
て
保

護
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
見

守
り
会
員
に
、
行
方
不
明
者
に
関

す
る
情
報
を
メ
ー
ル
送
信
し
、
会

員
は
届
い
た
情
報
に
よ
り
、
行
方

不
明
者
の
発
見
・
保
護
に
協
力
し

ま
す
。

　
行
方
不
明
の
恐
れ
の
あ
る
方
に

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉
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【問】長寿障がい福祉課　☎ 0854-40-1042

「合理的配慮」の提供が民間事業者にも義務化されます

　令和３年６月に障害者差別解消法が改正され、令和６年４月１
日に施行されます。障がいのある方から、社会の中にあるバリア
を取り除くために何らかの対応を必要としているとの意思が伝え
られた時に、負担が重すぎない範囲で対応することを「合理的配
慮」と言います。
　この「合理的配慮」の提供が民間事業者にも義務付けられました。

　障がいのある方への合理的配慮は、相手の立場に立って考えることで生まれるちょっとした心遣い
とも言えます。合理的配慮の内容は障がいの特性やそれぞれの場面・状況に応じて異なります。

参考：�内閣府発行リーフレット「『合理的配慮』を知っていますか？」、「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます!」

　障がいを理由とする差別を無く
し、障がいのある方もない方もす
べての人が互いの人格や個性を尊
重しながら、ともに生活できる社
会の実現をめざすための法律で
す。「不当な差別的取扱い」の禁止、
「合理的配慮」の提供が求められ
ています。

改正障害者差別解消法のポイント

合理的配慮の例

障害者差別解消法とは

�●内部障がいのある方へ
　内部障がいは、内臓機能の障がいです。外見からは分かりにくく、周囲の理解を得られないことが
あります。
　（例）�身体的な負担が大きく長時間立っていることが難しい場合に、椅子を用意し座れるようにするなど。
�●発達障がいのある方へ
　発達障がいは、自閉症、アスペルガー症候群などの広汎性発達障がい、学習障がい（LD）、注意欠陥・
多動性障がい（ADHD）などの脳機能障がいです。相手の表情・態度やその場の雰囲気を読み取る
ことが苦手な方や、環境の変化が苦手で、パニックに陥ってしまう方もいます。
　（例）�言葉だけではうまく理解できない場合に、写真や図を使って視覚を活用した情報提供をするなど。

二
次
元
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た

〝
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
〟
を
交
付

し
ま
す
。
６
月
か
ら
対
象
と
な
る

方
へ
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
家
族
を
通
じ
て
案
内
し
ま
す
。

■
保
護
の
手
順

①
行
方
不
明
者
発
生

②
メ
ー
ル
配
信

③�

発
見
者
が
声
を
掛
け
、
安
全
な

場
所
に
移
動
、
行
方
不
明
者
が

身
に
着
け
て
い
る
、
見
守
り
Ｑ

Ｒ
シ
ー
ル
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
画
面
に
表
示
さ
れ

た
電
話
番
号
に
発
信

④�

雲
南
警
察
署
ま
た
は
保
健
医
療

介
護
連
携
室
が
身
元
を
確
認

し
、
保
護

　
行
方
不
明
に
な
っ
た
方
は
で
き

る
だ
け
早
く
保
護
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
す
。
受
信
し
た
メ
ー
ル

の
取
り
扱
い
に
配
慮
い
た
だ
き
、

不
必
要
な
情
報
を
広
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
見
守
り
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
、
見
守
り

会
員
の
詳
細
は
保
健
医
療
介
護
連

携
室
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
が
い
者
向
け 

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
島
根
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
18
歳
以
上
の
聴
覚
障

が
い
者
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
、エ
ク
セ
ル
、ワ
ー

ド
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
講
習
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
時
間
】
１
人
10
時
間

※�
希
望
が
あ
れ
ば
４
時
間
ま
で
追

加
で
き
ま
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
場
所
】
島
根
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
）

※�

聴
覚
障
が
い
に
よ
り
移
動
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
は
講
習
希
望

者
の
自
宅

【
申
し
込
み
方
法
】
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

�

郵
送�

〒
６
９
０-

０
０
１
１

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１-

３
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階

�

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
８
５
２-

32-

５
９
６
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
６
０

　✉center@
shim

ane-
choukaku.jp

�●肢体不自由のある方へ
　上肢や下肢に切断や機能障がいのある方、座ったり立ったりする姿勢保持が困難な方などがいます。
また、手にまひがあり、文字を記入できない方もいます。
　（例）車いすでも利用できるように椅子やテーブルの配置を変える、代筆をするなど。
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そ
の
他

塞
、
糖
尿
病
な
ど
全
身
と
の
関
連

が
あ
り
、
口
の
中
だ
け
の
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
周
病
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
気

付
か
な
い
う
ち
に
病
状
が
悪
化
し

て
い
く
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

　
早
期
発
見
の
た
め
に
検
診
を
受

け
て
、
か
ら
だ
や
口
の
健
康
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
40
・
50
・
60
・
70
歳
の
方
（
令

和
６
年
３
月
末
の
年
齢
）

【
期
間
】
６
月
か
ら
９
月
末
ま
で

【
場
所
】
市
内
歯
科
医
療
機
関

【
費
用
】
無
料

※�

対
象
者
に
は
個
別
に
受
診
券

（
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※�

混
み
合
う
時
期
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
予
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

相
　談

相
　談

就
職
相
談
会
Ｉ
Ｎ
雲
南

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

で
は
、個
別
に
就
職
相
談
を
行
い
、

そ
の
方
に
あ
っ
た
働
き
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
求
人
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

【
対
象
者
】

　
６
月
25
日
㈰
10
時
か
ら
15
時
ま

で【
会
場
】

　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲（
出
雲
市
）

【
料
金
】
無
料

【
相
談
員
】

　
弁
護
士
、
労
働
組
合
役
員
、
会

社
経
営
者
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い

て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
し
込
み
締
切
】

　
６
月
20
日
㈫
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
労
働
委
員
会

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

年
金
出
張
相
談

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
出
張
相
談
で
の
年
金
手
続
き
・

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※�

予
約
は
、
前
日
（
前
営
業
日
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
日
】
６
月
14
日
㈬
、
８
月

16
日
㈬
、
10
月
18
日
㈬
、
12
月
13

日
㈬
、
令
和
６
年
２
月
14
日
㈬

　
10
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

【
場
所
】

　
雲
南
市
役
所
本
庁
舎
２
階
２
０

〈市ホームページ〉

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
５

　
４
月
下
旬
に
対
象
の
方
へ
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

【
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
】

■
子
宮
頸
が
ん
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
度
中
に
満
20
歳
に

な
っ
た
方
（
平
成
14
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

■
肺
が
ん・大
腸
が
ん・乳
が
ん

　
令
和
４
年
度
中
に
満
40
歳
に

な
っ
た
方
（
昭
和
57
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※�

乳
が
ん
は
令
和
４
年
度
に
雲
南

市
の
乳
が
ん
検
診
を
未
受
診
の

方
の
み

　
が
ん
検
診
の
詳
細
は
令
和
５
年

度
雲
南
市
成
人

健
診（
検
診
）の

し
お
り
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

成
人
歯
周
病
検
診
開
始

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
５

　
歯
周
病
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

２
・
２
０
３
会
議
室

【
予
約
の
手
順
】

①�
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
１
」
の
後
に
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

担
当
者
に
「
雲
南
市
役
所
で
の

出
張
相
談
予
約
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

福
祉
職
場
相
談
会 

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
・
飯
南
町

の
事
業
所
が
働
き
方
や
募
集
中
の

求
人
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
福
祉

の
仕
事
に
関
す
る
相
談
や
職
場
見

学
の
調
整
な
ど
、
相
談
か
ら
就
職

ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

方
・
福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方
は
気
軽
に
来
場
く
だ
さ

　
再
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る
方

【
日
時
】

　
６
月
25
日
㈰
13
時
か
ら
16
時
ま

で【
場
所
】

　
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
相
談
予
約
締
め
切
り
】

　
6
月
23
日
㈮
17
時
ま
で

※�

予
約
な
し
の
相
談
も
可
能
で

す
。
事
前
予
約
と
重
な
っ
た
場

合
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
服
装
】
自
由

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー

松
江

　
☎
０
８
５
２-

61-

６
１
１
１

労
働
相
談
会

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」、「
突
然
の
解
雇
」、

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」、「
勤

務
態
度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に

困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
職
場
で
の

困
り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

区分
表彰基準

条件 無事故 無違反

20年 10年表彰
受賞者 20年以上 5年以上

30年 20年表彰
受賞者 30年以上 5年以上

40年 30年表彰
受賞者 40年以上 10年以上

【
提
出
書
類
】

・
優
良
運
転
者
表
彰
申
請
書

・�

無
事
故
無
違
反
証
明
書
（
20
年

表
彰
の
申
請
は
不
要
）

【
申
請
期
限
】
７
月
７
日
㈮

※�

表
彰
申
請
は
自
己
申
告
と
な
り

ま
す
。
申
請
期
限
ま
で
に
雲
南

地
区
交
通
安
全
協
会
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
８
５
４-

45-

４
０
８
０

第
33
回
永
井
隆
平
和
賞 

　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
第
33
回
永
井
隆
平
和
賞
の
作
品

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】「
愛
」
と
「
平
和
」

に
対
す
る
考
え
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

表
現
し
た
作
文

【
募
集
対
象
】
全
国
の
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
お
よ
び
一
般

【
応
募
期
間
】
６
月
１
日
㈭
か
ら

７
月
27
日
㈭
ま
で（
※
当
日
必
着
）

【
応
募
方
法
】
作
文
を
作
品
提
出

先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
　集

募
　集

い
。

　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
６
月
20
日
㈫
13
時
30
分

か
ら
15
時
30
分
ま
で
（
13
時
か
ら

受
け
付
け
）

【
場
所
】
雲
南
広
域
連
合

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
島
根

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
７
５

に
受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

受
講
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
林

業
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。放

送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
放
送
大
学
は
、
令
和
５
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
資
料
は
無
料
で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
希
望
の
方
は
放
送
大
学

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

優
良
運
転
者
表
彰

く
ら
し
安
全
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
令
和
５
年
度
優
良
運
転
者
表
彰

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
優
良
運
転
者
10
年
表
彰

【
申
請
で
き
る
方
】

　
交
通
安
全
協
会
員
で
、
過
去
10

年
間
無
事
故
・
無
違
反
の
方

【
提
出
書
類
】
10
年
表
彰
申
請
書

【
申
請
期
限
】
９
月
29
日
㈮

■�

優
良
運
転
者
20
年
、
30
年
、
40

年
表
彰

【
申
請
で
き
る
方
】

　
交
通
安
全
協
会
員
で
、
次
表
の

基
準
を
満
た
す
方

〈二次元コード〉

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-�

７
１
５
１

狩
猟
免
許
試
験
・ 

　
　
　
　
　
事
前
講
習
会

林
業
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

■
狩
猟
免
許
試
験
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】
７
月
１
日
㈯

【
会
場
】
雲
南
合
同
庁
舎

【
申
請
手
続
き
】
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
島
根
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
鳥
獣
対
策
室

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
１
６
０

■
事
前
講
習
会
　
　
　
　
　
　
　

　
島
根
県
猟
友
会
で
は
、
狩
猟
免

許
試
験
の
受
験
予
定
者
を
対
象
に

事
前
講
習
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
17
日
㈯

【
会
場
】木
次
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
手
続
き
】

　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
島
根
県
猟
友
会
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
猟
友
会

　
☎
０
８
５
２-

22-

４
１
２
９

■
事
前
講
習
会
受
講
費
助
成
制
度

　
事
前
講
習
会
を
受
講
さ
れ
る
方

※�

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
所
定
の

応
募
票
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
作
品
提
出
先
】

〒
６
９
９-

１
３
９
２

雲
南
市
木
次
町
里
方
５
２
１
番
地
1

雲
南
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

「
永
井
隆
平
和
賞
」
係

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　
　
入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

■
市
営
住
宅
な
ど
入
居
者�

【
募
集
期
間
】

　
６
月
５
日
㈪
か
ら
６
月
12
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
６
月
１
日
㈭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し

ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

�

■
県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進�

�

　
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈申し込みフォーム〉
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

終
活
セ
ミ
ナ
ー
＆ 

　
　
相
続
・
遺
言
相
談
会

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
終
活
セ
ミ
ナ
ー

お
よ
び
相
談
会
に
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

【
日
時
】
６
月
18
日
㈰
11
時
か
ら

16
時
ま
で
（
終
活
セ
ミ
ナ
ー
は
13

時
か
ら
15
時
ま
で
）

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ラ
ピ
タ
本

店
（
出
雲
市
）

【
内
容
】

■
終
活
セ
ミ
ナ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

・�

司
法
書
士
に
よ
る
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー

・�

法
務
局
職
員
に
よ
る
相
続
登
記

制
度
お
よ
び
遺
言
書
保
管
制
度

に
関
す
る
説
明

■
相
続
・
遺
言
相
談
会

　
公
証
人
、
司
法
書
士
、
法
務
局

職
員
に
よ
る
相
続
・
遺
言
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
（
司
法
書
士
に

つ
い
て
は
、
相
続
登
記
申
請
に
関

す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
）。

※
相
談
時
間
は
20
分

【
利
用
料
】
無
料

【
申
し
込
み
】

　
い
ず
れ
も
予
約
制
で
人
数
制
限

が
あ
り
ま
す
。
６
月
16
日
㈮
正
午

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び

メ
ー
ル
に
て
問
い
合
わ
せ
先
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

（
音
声
案
内
「
５
」、
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
）

　
FAX
０
８
５
２-

32-

２
７
３
５

　✉soum
u02_m

atsue_m
oj_

bal@
i.m
oj.go.jp

し
ま
ね
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
令
和
６
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
、
既
卒
３
年
以
内
、
概
ね
35

歳
未
満
の
求
職
者
を
対
象
に
し
た

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
対
面
式
で
実
施
し
ま
す
。

【
参
加
企
業
】
40
社
（
予
定
）

【
日
時
】
６
月
25
日
㈰
９
時
40
分

か
ら
16
時
50
分
ま
で

　（
午
前
・
午
後
の
二
部
制
）

【
場
所
】島
根
県
民
会
館（
松
江
市
）

【
参
加
料
】
無
料
（
要
申
し
込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
労
働
局
委
託
事
業
「
若
年
者

地
域
連
携
事
業
」
事
務
局

　
☎
０
７
０-

３
１
７
７-

１
９
０
３

そ
の
他

そ
の
他

労
働
保
険
の
年
度
更
新

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業

主
の
方
は
、
年
度
更
新
の
手
続
き

を
６
月
１
日
㈭
か
ら
７
月
10
日
㈪

ま
で
に
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
８
５
２-

20-

７
０
１
０

東
部
高
等
技
術
校 

春
期
新
入
社
員
合
同
研
修 

　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
新
入
社
員
の
方
を
を
対
象
に
、

「
な
り
た
い
自
分
の
第
一
歩
は
こ

こ
か
ら
始
ま
る
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
松
江
会
場
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
日
時
〕
６
月
14
日
㈬
９
時
か
ら

16
時
40
分
ま
で

〔
場
所
〕
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

■
出
雲
会
場
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
日
時
〕
６
月
15
日
㈭
９
時
か
ら

16
時
40
分
ま
で

〔
場
所
〕
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

【
受
講
料
】
１
３
０
０
円

【
申
込
期
間
】
６
月
７
日
㈬
ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】
詳
細
は
東
部

高
等
技
術
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校

　
☎
０
８
５
３-

28-

２
７
３
４

東
部
高
等
技
術
校 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・

簿
記
科

【
訓
練
期
間
】
８
月
１
日
㈫
か
ら

11
月
30
日
㈭
ま
で

【
場
所
】
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
㈭
か
ら

７
月
７
日
㈮
ま
で

【
受
講
料
】
無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

　
☎
０
８
５
４-

42-

０
７
５
１

島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校

　
☎
０
８
５
３-

28-

２
７
３
４

社会教育課　☎0854-40-1073

月18日（日）6
　　　　　　市公式のfacebook、LINEアカウントで配信中！

家族で取り組める活動を

うんなん家庭の日
毎月第３日曜日は 「

な
が
ら
見
守
り
」
に 

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

雲
南
警
察
署

☎
０
８
５
４-

45-

０
１
１
０

　「
散
歩
し
な
が
ら
」、「
仕
事
し
な

が
ら
」、「
庭
の
手
入
れ
を
し
な
が

ら
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

見守りに役立つ情報を配信
しています。
みこぴー安全メールを登録
しましょう。



30

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

市報うんなん 2023.6

市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内
三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週月曜日、祝日の翌日

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内

木次図書館　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ６月の休館日６月の休館日   毎週月曜日　図書整理日：30日(金)
 イベント情報イベント情報    ☆よみかたりのじかん　15日(木)　14:30～（要予約） 

☆はじめの一歩の会のおはなし会　25日(日)　14:00～（要予約） 
☆あっちこっちせかいのえほん フィリピンのおはなし　17日(土)　10:30～（要予約） 
　毎回違う国をテーマに、その国のおはなしや文化に親しむ楽しい会です。 
　開催方法などが変更になることがあります。詳細は木次図書館まで問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

大東図書館　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ６６月の休館日月の休館日   毎週金曜日　図書整理日：7月１日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加茂図書館　☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ６月の休館日６月の休館日     毎週木曜日　図書整理日：30日(金)

▼今
いま

村
むら

久
く

美
み

「不
ふ

登
とう

校
こう

－親
おや

子
こ

のための教
きょ

科
うか

書
しょ

 Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

カタリバがみんなと作
つく

った」▼村
むら

上
かみ

春
はる

樹
き

「街
まち

とその不
ふ

確
たし

かな壁
かべ

」

▼大
おお

谷
たに

朝
あさ

子
こ

「がらんどう」▼新
しん

川
かわ

帆
ほ

立
たて

「令
れい

和
わ

その他
た

のレイワにおける健
けん

全
ぜん

な反
はんぎゃく

逆に関
かん

する架
か

空
くう

六
ろっ

法
ぽう

」▼川
かわ

口
ぐち

俊
とし

和
かず

「コー

ヒーが冷
さ

めないうちに⑤」▼標
しめ

野
の

 凪
なぎ

「喫
きっ

茶
さ

ドードーシリーズ①②」▼畠
はたけなか

中 恵
めぐみ

「忍
しの

びの副
ふくぎょう

業㊤㊦」▼村
むら

山
やま

由
ゆ

香
か

「ロウ・

アンド・ロウ」▼長
なが

岡
おか

弘
ひろ

樹
き

「新
しん

・教
きょうじょう

場」▼クリス・ウィタカ―「われら闇
やみ

より天
てん

を見
み

る」▼壬
み

生
ぶ

 篤
あつし

「50代
だい

からの、

池
いけ

波
なみ

正
しょ

太
うた

郎
ろう

の食
しょく

と街
まち

」▼角
かく

田
た

光
みつ

代
よ

「明
あし

日
た

も一
いち

日
にち

きみを見
み

てる」▼加
か

治
じ

川
かわ

健
けん

司
じ

「お父
とう

さんは、君
きみ

のことが好
す

きだったよ。」

▼五
いつ

木
き

寛
ひろ

之
ゆき

「うらやましいボケかた」▼アルボムッレ・スマナサーラ「70歳
さい

から楽
らく

になる」▼枡
ますのしゅんみょう

野俊明「小
ちい

さな

悟
さと

り」▼矢
や

部
べ

太
た

郎
ろう

「マンガぼけ日
び

和
より

」▼草
くさ

笛
ぶえ

光
みつ

子
こ

「草
くさ

笛
ぶえ

光
みつ

子
こ

90歳
さい

のクローゼット」▼清
し

水
みず

展
ひろ

人
と

「子
こ

どもも大
お と な

人も

わかっておきたいいちばんやさしい L
エルジービーティーキュー

GBTQ」▼一
いち

田
だ

憲
のり

子
こ

「明
あか

るい方
ほう

へ舵
かじ

を切
き

る練
れんしゅう

習」▼ことば探
たんきゅうしゃ

究舎 編
へん

「大
おと

人
な

ことば辞
じ

典
てん

」▼安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

「安
あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

回
かい

顧
こ

録
ろく

」▼大
おお

前
まえ

 仁
ひとし

「ウクライナ侵
しん

攻
こう

までの3000日
にち

」▼森
もり

 一
かず

夫
お

「読
よ

み継
つ

がれ

る自
じ

分
ぶん

史
し

の書
か

き方
かた

」▼長
なが

澤
さわ

光
こう

太
た

郎
ろう

 編
へん

著
ちょ

「還
かん

暦
れき

後
ご

の40年
ねん

」▼福
ふくいけんりつきょうりゅうはくぶつかんにほんごばん

井県立恐竜博物館日本語版 監
かんしゅう

修「新
しん

説
せつ

・恐
きょうりゅう

竜」▼工
く

藤
どう

あき 監
かんしゅう

修「消
しょ

化
うか

器
き

内
ない

科
か

医
い

が教
おし

える体
からだ

と心
こころ

を“強
つよ

く”する鉄
てつ

活
かつ

BOOK」▼加
か

藤
とう

進
のぶ

昌
まさ

「ここは、日
に

本
ほん

でいちばん患
かん

者
じゃ

が訪
おとず

れる大
お と な

人の発
はったつしょうがいしんりょうか

達障害診療科」▼農
のう

山
さん

漁
ぎょ

村
そん

文
ぶんかきょうかい

化協会 編
へん

「小
ちい

さいエネルギーで暮
く

らすコツ」▼井
いの

上
うえ

嘉
よし

文
ふみ

「ドラ

イフルーツとナッツの教
きょ

科
うか

書
しょ

」▼岩
いわ

本
もと

太
た

郎
ろう

「実
じつ

用
よう

メカニズム事
じ

典
てん

」▼井
いの

上
うえ

まゆ美
み

「はじめての花
はな

の寄
よ

せ植
う

え」▼長
おさ

田
だ

麻
ま

衣
い

「S
シ ブ ヤ イ チ マ ル キ ュ ー
HIBUYA109 式

しき
Z
ゼットせだい

世代マーケティング」▼中
なか

桐
ぎり

由
ゆ

貴
き

「ねこほぐし」▼小
お

川
がわ

 誠
まこと

「稲
いね

の多
た

年
ねん

草
そう

化
か

栽
さい

培
ばい

」

新着の本（抄）
新着の本は市立図書館のいずれかにあり、貸し出し中のときは予約（取り寄せを含む）
ができます。本の検索には、右記二次元コードの雲南市立図書館ホームページ《蔵書
検索》を利用してください。

図 書 館 だ よ り

市立図書館
ホームページ

市立図書館
Facebook
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【問】地域振興課　☎ 0854-40-1013

　水力発電などの発電施設が所在する市町村等に対し、地域の活性化を図ることを目的に公共用施設の整
備や地域活性化事業などに国から交付金が交付されています。雲南市では、令和４年度に792万円の交付
を受け、次の事業に活用しました。

令和４年度電源立地地域対策交付金事業実施状況　

事業名 概　　　要 実施場所
【自治会施設等整備補助金】
引野自治会有害鳥獣侵入防止柵設置工
事事業

有害鳥獣侵入防止柵設置工事（L=256.4m） 木次町西日登
引野地内

【自治会施設等整備補助金】
吉田町交流センター（吉田・田井・民
谷）防災備品整備事業

吉田町内 3 地区への防災備品の整備
【吉田地区】 車椅子 1 台、ヘルメット５個、折り畳み式ヘルメット５個、畳ロー

ル３本、大型扇風機３台、石油ファンヒーター２台
【田井地区】除雪機１台
【民谷地区】 ソーラーパネル１台、業務用ストーブ１台、スポットクーラー１台、

延長冷風ダクト１本

吉田町
吉田交流センター
田井交流センター
民谷交流センター

波多交流センター防災備品整備事業
波多交流センターへの防災備品の整備
会議用椅子　30脚、椅子収納台車　１台、会議用椅子 ( 肘置付き )　５脚
会議用折りたたみ机　15台、プロジェクター　１台、スクリーン　１枚
書画カメラ　１台、ポータブル電源　１個

掛合町
波多交流センター

【自治会施設等整備補助金】
一宮交流センター備品整備事業 幕板棚付き会議テーブル　17台 三刀屋町

一宮交流センター
バス停留所標識柱設置事業 バス停留所標識柱　製作、設置 　23基 市　内

吉田町交流センター（吉田・田井・民谷）　防災備品整備事業

吉田町交流センター（吉田・田井・民谷）　防災備品整備事業

バス停留所標識柱設置事業波多交流センター　防災備品整備事業 一宮交流センター　備品整備事業

波多交流センター　防災備品整備事業

木次町西日登引野地内
有害鳥獣侵入防止柵設置工事
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人　口･･ 35,415人（－74人）

世帯数･･ 13,594世帯（－1世帯）
令和５年５月１日現在（先月比）

女　性･･ 18,312人（－50人）

男　性･･ 17,103人（－24人）
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◀

６月議会　� 【問】議会事務局　☎0854-40-1004
雲南市議会６月定例会
本会議（開会・施政方針表明・議案上程・説明・質疑） 12日㈪ 9:30～

議　　場本会議（一般質問） 15日㈭～20日㈫ 9:30～
予算審査特別委員会 20日㈫ 本会議終了後
産業建設常任委員会 21日㈬ 9:30～

全員協議会室教育民生常任委員会 22日㈭ 9:30～
総務常任委員会 23日㈮ 9:30～
予算審査特別委員会 27日㈫ 9:30～
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 28日㈬ 13:30～ 議　　場
※日程は変更する場合があります。

～終活支援イベントを開催します～

　劇団おばば座公演　
　
 と　き  ７月２日（日）10:00～11:30
　　　　第一部　演目「だんだん　私は幸せだったよ」
　　　　第二部　終活クイズ、お楽しみ抽選会
 ところ  木次経済文化会館 
　　　　チェリヴァホール２階ホール
 入場料  当日1,200円（前売り1,000円）

入場券取り扱い
加茂文化ホールラメール、木次経済文化会館チェリヴァ
ホール、三刀屋文化体育館アスパル、島根県民会館（松江市）

【問】うんなん終活支援センター　☎070-9138-1611

　「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成11年６月23日を踏まえ、毎年６月23日から29
日までの１週間を「男女共同参画週間」と定め、全国各地でさまざまな啓発活動や行事が行われています。
　内閣府では「男女共同参画社会の実現と女性活躍の推進に向けた、日本国内、国際社会へのメッセージ」
をテーマとしてユース世代を対象にキャッチフレーズを募集し、応募総数4,326点の中から、審査の結果、
以下の作品が選ばれました。

　無くそう思い込み、守ろう個性 みんなでつくる、みんなの未来。
　未来じゃなく今創るんだ、「わたし」が輝ける社会。
　あなたにも私にも 等しいチャンスと 活躍の場

　市では、毎年６月を「男女共同参画推進月間」と定め、さまざま
な啓発活動を行っています。市民の皆さんが男女共同参画への関心
と理解を深め、ともに考えるきっかけづくりとして、各図書館（大
東図書館、加茂図書館、木次図書館）での男女共同参画コーナーの
設置や市内小学校などで読み語りを行っています。
　誰もが、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能
力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するためには 政府や
地方公共団体だけでなく、市民のみなさん一人ひとりの取り組みが
必要です。

【問】男女共同参画センター　☎0854-42-1767

毎年6月23日から29日は「男女共同参画週間」です！

　ぜひ、この機会に身近なことから男女共同参画について考えてみましょう。
男女共同参画コーナー


